
3　板坂　則子教授　履歴

板
坂
則
子
教
授

　
履
歴

【
学　
　

歴
】

一
九
七
四
年
三
月　

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
国
文
科　

卒
業

一
九
七
七
年
三
月　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程　

卒
業

一
九
八
〇
年
三
月  

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程　

満
期
退
学

一
九
八
〇
年
四
月　

群
馬
大
学
教
育
学
部　

専
任
講
師

一
九
八
三
年
八
月　

同　

助
教
授

一
九
九
二
年
四
月　

専
修
大
学
文
学
部　

教
授

【
学　

位
】

二
〇
一
〇
年
九
月
九
日　

博
士
（
文
学
）　

東
京
大
学

【
所
属
学
会
）】

日
本
近
世
文
学
会
／
国
際
浮
世
絵
学
会
／
俳
文
学
会
／
歌
舞
伎
学
会
／
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会

EA
JS

（T
he European A

ssociation for Japanese Studies

）
／A

A
S

（T
he association for asian studies

）
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【
主
要
業
績
】

一　

著
書

（
単
書
）

『
馬
琴
草
双
紙
集
』（
叢
書
江
戸
文
学
）�

（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
）

『
椿
説
弓
張
月 
前
編
』�

（
笠
間
書
院
、
一
九
九
六
）

『
日
本
文
学
研
究
論
文
集
成
22　

馬
琴
』�

（
若
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
）
編

『
曲
亭
馬
琴
の
世
界　

戯
作
と
そ
の
周
縁
』�

（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
）

『
江
戸
時
代
恋
愛
事
情　

若
衆
の
恋　

町
娘
の
恋
』�

（
朝
日
新
聞
出
版
（
朝
日
選
書
）、
二
〇
一
七
）

『
戯
作
と
読
本
』�

（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
二
刊
行
予
定
）

（
共
著
）

『
図
説　

日
本
の
古
典
・
曲
亭
馬
琴
』�

（
集
英
社
、
一
九
八
〇
、一
九
八
九
再
刊
）

『
東
京
大
学
所
蔵
・
草
雙
紙
目
録　

初
編
』�

（
日
本
書
誌
学
大
系
67-

１
）（
青
裳
堂
、
一
九
九
三
）

『
東
京
大
学
所
蔵
・
草
雙
紙
目
録　

二
編
』�

（
日
本
書
誌
学
大
系
67-

２
）（
青
裳
堂
、
一
九
九
五
）

『
東
京
大
学
所
蔵
・
草
雙
紙
目
録　

三
編
』�

（
日
本
書
誌
学
大
系
67-

３
）（
青
裳
堂
、
二
〇
〇
〇
）

『
東
京
大
学
所
蔵
・
草
雙
紙
目
録　

四
編
』�

（
日
本
書
誌
学
大
系
67-

４
）（
青
裳
堂
、
二
〇
〇
一
）

『
東
京
大
学
所
蔵
・
草
雙
紙
目
録　

五
編
』�
（
日
本
書
誌
学
大
系
67-

５
）（
青
裳
堂
、
二
〇
〇
一
）

『
東
京
大
学
所
蔵
・
草
雙
紙
目
録　

補
編
』�
（
日
本
書
誌
学
大
系
67-

６
）（
青
裳
堂
、
二
〇
〇
六
）
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二　

学
術
論
文

『
八
犬
伝
』
―
構
想
よ
り
の
接
近
―�

（『
井
浦
芳
信
博
士
華
甲
記
念
論
文
集
・
芸
能
と
文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
）

「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
の
諸
板
本
（
上
、
下
）�

（『
近
世
文
芸
』
29
号
、
31
号
、
一
九
七
八
・
六
、一
九
七
九
・
九
）

「
稗
史
七
則
」
発
表
を
巡
っ
て�

（『
国
語
と
国
文
学
』
６
５
７
号
、
一
九
七
八
・
十
一
）

『
水
灌
論
』�

（『
天
明
文
学
―
資
料
と
研
究
―
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
）

不
思
議
の
国
の
漂
流
者
達
―
志
道
軒
か
ら
夢
想
兵
衛
へ
―�

（『
解
釈
と
鑑
賞
』
５
７
０
号
、
一
九
七
九
・
八
）

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
執
筆�

（『
語
学
と
文
学
』
20
号
、
一
九
八
一
・
二
）

翻
刻
解
題　

曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
―
享
和
元
年
―
（
一
）『
足
手
書
草
紙
画
賦
』『
買
飴
紙
鳶
野
弄
話
』�

 

�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
31
巻
、
一
九
八
二
・
三
）

翻
刻
解
題　

曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
―
享
和
元
年
―
（
二
）『
曲
亭
一
風
京
伝
張
』�

 

�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
32
巻
、
一
九
八
三
・
三
）

近
世
文
学
に
お
け
る
上
州
―
水
滸
伝
の
系
譜
よ
り
―�

（『
群
馬
の
自
然
と
文
化
』
３
号
、
一
九
八
三
・
三
）

翻
刻
解
題　

曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
―
享
和
元
年
―
（
三
）『
父
讐
宇
津
宮
物
語
』『
五
齣
浄
瑠
璃
酒
肆
』�

 

�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
33
巻
、
一
九
八
四
・
三
）

『
日
本
水
滸
伝
』
と
『
坂
東
忠
義
伝
』�

（『
国
語
と
国
文
学
』
62
巻
2
号
、
一
九
八
五
・
二
）

翻
刻
解
題　

曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
―
享
和
元
年
―
（
四
）『
浪
速
秤
華
兄
芬
輪
』『
教
訓
跡
之
祭
戯
単
』�

 

�
（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
34
巻
、
一
九
八
五
・
三
）

勧
善
懲
悪�

（『
国
文
学
』
30
巻
10
号
、
一
九
八
五
・
九
）



専修国文　第110号　6

翻
刻
解
題　

曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
―
享
和
元
年
―
（
五
）『
春
之
駒
象
棊
行
路
』『
絵
本
報
讐
録
』�

 

�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
35
巻
、
一
九
八
六
・
三
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
一
）『
敵
討
岬
幽
壑
』�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
36
巻
、
一
九
八
七
・
三
）

江
戸
後
期
の
和
菓
子
―
馬
琴
日
記
か
ら
―�

（『A
JIK

O
 N

EW
S &

 IN
FO

RM
A

T
IO

N

』
１
４
６
、一
九
八
八
・
二
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
二
）『
敵
討
鼓
瀑
布
』�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
37
巻
、
一
九
八
八
・
三
） 

資
料
翻
刻
「
か
げ
ろ
ふ
の
」
の
巻
歌
仙�

（『
俳
文
芸
』
32
号
、
一
九
八
八
・
十
二
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
三
）『
敵
討
賽
八
丈
』�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
38
巻
、
一
九
八
九
・
三
） 

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
四
）『
打
也
敵
野
寺
鼓
草
』�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
39
巻
、
一
九
八
九
・
八
）

馬
琴
の
合
巻
と
役
者
似
顔
絵�

（『
叢
書
江
戸
文
庫
24
』
月
報
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
・
七
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
五
）『
歌
舞
伎
伝
介
忠
義
説
話
』
前
編�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
40
巻
、
一
九
九
〇
・
七
）

馬
琴
合
巻
の
役
者
指
定
に
於
け
る
画
師
の
か
か
わ
り
―
現
存
稿
本
か
ら
―�

（『
語
学
と
文
学
』
27
号
、
一
九
九
一
・
三
）

馬
琴
稿
本
を
め
ぐ
っ
て
―
（
附
）
南
総
里
見
八
犬
伝
稿
本
目
録
―�

（『
読
本
研
究
』
第
五
輯
下
套
、
一
九
九
一
・
九
）

『
占
夢
南
柯
後
記
』
稿
本
雑
感�

（『
書
誌
学
月
報
』
48
号
、
一
九
九
二
・
二
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
六
）『
歌
舞
伎
伝
介
忠
義
説
話
』
後
編�

（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
41
巻
、
一
九
九
二
・
三
）

古
典
文
学
史
年
表
（
近
世
）�
（『
別
冊
国
文
学
』N

o.43

「
古
典
文
学
史
必
携
」、
一
九
九
二
・
七
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
七
）『
姥
桜
女
清
玄
』
前
編�

（『
専
修
国
文
』
52
号
、
一
九
九
三
・
一
）

化
政
期
合
巻
の
世
界�

（『
江
戸
文
学
』
10
号
、
一
九
九
三
・
四
）

『
巣
鴨
名
産
菊
乃
栞
』�

（『
近
世
文
学
論
輯
』（
研
究
叢
書
一
三
三
）、
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
）
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馬
琴
の
短
編
合
巻
と
読
本
の
趣
向
に
つ
い
て
―
『
八
犬
伝
』『
弓
張
月
』
ノ
ー
ト
―�

（『
読
本
研
究
』
第
七
輯
上
套
、
一
九
九
三
・
九
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
八
）『
姥
桜
女
清
玄
』
後
編�

（『
専
修
国
文
』
54
号
、
一
九
九
四
・
一
）

性
表
現
の
輪
郭
―　

艶え
ほ
ん本

と
人
情
本
―�

（『
日
本
の
美
学
』
21
号
、
一
九
九
四
・
七
）

馬
琴
合
巻
に
お
け
る
役
者
似
顔
絵
―
豊
国
「
古
人
役
者
写
」
紹
介
―�

（『
浮
世
絵
芸
術
』
１
１
２
号
、
一
九
九
四
・
七
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
九
）
―
『
松
之
月
新
刀
明
鑑
』
前
編
―�

（『
専
修
国
文
』 

56
号
、
一
九
九
五
・
一
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
十
）
―
『
松
之
月
新
刀
明
鑑
』
後
編
―�

（『
専
修
国
文
』
57
号
、
一
九
九
五
・
九
）

挿
絵�

（『
読
本
研
究
』
第
九
輯
、
一
九
九
五
・
十
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
十
一
）
―
『
相
馬
内
裏
後
雛
棚
』
前
編
―�

（『
専
修
国
文
』
59
号
、
一
九
九
六
・
八
）

『
占
夢
南
柯
後
記
』
の
成
立�

（『
読
本
研
究
』
第
十
輯
、
一
九
九
六
・
十
一
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
十
二
）
―
『
相
馬
内
裏
後
雛
棚
』
後
編
―�

（『
専
修
国
文
』
60
号
、
一
九
九
七
・
一
）

『
占
夢
南
柯
後
記
』
稿
本
挿
絵
よ
り
―
馬
琴
と
北
斎
―�

（『
近
世
文
学
俯
瞰
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
）

編
年
体
古
典
文
学
史
１
３
０
０
年
史
―
１
８
０
１
～
１
８
３
０�

（『
国
文
学
』
臨
時
増
刊
号
42
巻
10
号
、
一
九
九
七
・
八
）

江
戸
の
情
報
社
会
―
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
と
パ
ラ
レ
ル
に�

（『
国
文
学
』
42-

11
、
一
九
九
七
・
九
）

書
誌
の
窓
か
ら
―
（
一
）
―�

（『
専
修
人
文
論
集
』
62
号
、
一
九
九
八
・
三
）

曲
亭
馬
琴
研
究
文
献
目
録
（
一
九
八
八
～
一
九
九
七
）�

（『
専
修
国
文
』
64
号
、
一
九
九
九
・
一
）

『
小
児
や
し
な
ひ
草
』�

（『
専
修
人
文
論
集
』
65
号
、
一
九
九
九
・
十
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
十
三
）
―
『
鳥
籠
山
鸚
鵡
助
剣
』
前
編
―�

（『
専
修
国
文
』
66
号
、
二
〇
〇
〇
・
一
）

疱
瘡
本
小
考
―
『
絵
本
子
供
あ
そ
び
』
と
『
小
児
や
し
な
ひ
草
』
―�

（『
江
戸
の
文
事
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
〇
）
共
同
執
筆
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書
誌
の
窓
か
ら
―
（
二
）
―
『
比
翌
紋
目
黒
色
揚
』
と
『
佐
野
渡
怨
敵
懸
橋
』
に
つ
い
て�

 

�

（『
専
修
人
文
論
集
』
67
号
、
二
〇
〇
〇
・
十
一
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
十
四
）
―
『
鳥
籠
山
鸚
鵡
助
剣
』
後
編
―�

（『
専
修
国
文
』
68
号
、
二
〇
〇
一
・
一
）

曲
亭
馬
琴
―
不
幸
な
私
生
活
を
越
え
て�

（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
66-

９
、
二
〇
〇
一
・
九
）

草
稿
に
み
る
馬
琴
の
創
作
方
法�

（「
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所　

第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

報
告
集
２
」、
二
〇
〇
二
・
三
）

『
し
ん
さ
く
い
ろ
は
た
ん
か
』
考�

（『
日
本
學
研
究
』（Japanese Studies vol.13

（
韓
国
）、
二
〇
〇
三
・
十
）

日
本
文
学
文
化
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
国
際
間
の
共
同
授
業�（『
Ｉ
Ｔ
活
用
教
育
法
法
研
究
』
８
号
、
二
〇
〇
五
・
十
一
）

草
双
紙
の
読
者
―
表
象
と
し
て
の
読
書
す
る
女
性
―�

（『
国
語
と
国
文
学
』
83
巻
5
号
（
９
９
０
号
）、
二
〇
〇
六
・
一
）

国
語
国
文
学
会
の
展
望
―
近
世
小
説
（
後
期
）�

（『
国
語
と
国
文
学
』
84
巻
5
号
（
１
０
０
０
号
）、
二
〇
〇
七
・
五
）

新
出　

奈
良
絵
巻
『
相
生
の
松
』�

（『
専
修
国
文
』
84
号
、
二
〇
〇
九
・
一
）
共
同
執
筆

楚
満
人
草
双
紙
攷�

（『
国
語
と
国
文
学
』
86
巻
8
号
（
１
０
２
９
号
）、
二
〇
〇
九
・
八
）

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
稿
本
に
見
る
挿
絵
画
工�

 

�

（『
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
―
日
本
と
中
国
の
日
本
文
化
研
究
の
接
点
―
』
溪
水
社
、
二
〇
〇
九
）

T
he W

om
en Reader as Sym

bol

：Changes in Im
ages of the W

om
en Reader in U

kiyo-e�
 

�

（〝T
he Fem

ale as Subject Reading and W
riting in Early M

odern Japan"､ 

�
Center for Japanese Studies T

he U
niversity of M

ichigan

（U
SA

）、
二
〇
一
〇
）

馬
琴
の
描
く
女
性
像�

（『
東
ア
ジ
ア
の
文
学
・
語
学
・
文
化
と
女
性
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
四
）

『
椿
説
弓
張
月
』
の
琉
球
―
馬
琴
読
本
に
お
け
る
怪
異
と
異
界
―�
（『
読
本
研
究
新
集
』
第
６
集
、
二
〇
一
四
・
六
）
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春
画
の
中
の
若
衆
と
娘
―
交
錯
す
る
性�

（『
別
冊
太
陽
「
錦
絵
春
画
」』、
二
〇
一
五
・
九
）

一
九
『
文
し
な
ん
』
と
陽
起
山
人
『
文
の
は
や
し
』（
附　

往
来
部
分
翻
刻
）�

（『
専
修
国
文
』
97
号
、
二
〇
一
五
・
九
）

江
戸
期
の
養
生
法
と
川
端
康
成
『
眠
れ
る
美
女
』、
ガ
ブ
リ
エ
ル　

ガ
ル
シ
ア　

マ
ル
ケ
ス
『
わ
が
哀
し
き
娼
婦
た
ち
の
思
い
出
』�

�

（“Bunron Zeitschrift für literaturw
issenschaftliche Japanforschung” N

o.3

（
ド
イ
ツ
）、
二
〇
一
六
・
五
）

艶
書
往
来
「
文
の
は
や
し
」
考�

（『
近
世
文
芸　

研
究
と
評
論
』
90
号
、
二
〇
一
六
・
六
）

馬
琴
の
「
隠
微
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か�

（『
古
典
文
学
の
常
識
を
疑
う
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
）、

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
十
五
）『
代
夜
待
白
女
辻
占
』（
上
冊
）�

（『
専
修
人
文
論
集
』
１
０
３
号
、
二
〇
一
八
・
十
一
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
十
六
）『
代
夜
待
白
女
辻
占
』（
中
冊
）�

（『
専
修
人
文
論
集
』
１
０
４
号
、
二
〇
一
九
・
三
）

曲
亭
馬
琴
の
短
編
合
巻
（
十
七
）『
代
夜
待
白
女
辻
占
』（
下
冊
）�

（『
専
修
人
文
論
集
』
１
０
５
号
、
二
〇
一
九
・
十
一
）

U
pholding the H

ousehold

：Bakin̓s D
aughter-in-Law

 and H
er D

iary�

（“W
om

en and N
etw

orks in N
ineteenth 

�
Century Japan” M

ichigan M
onograph in Japanese Studies

（U
SA

）､

二
〇
二
〇
）

三　

そ
の
他

『
和
文
古
典
Ⅳ　

―
近
世
文
学
の
世
界
―
』�

（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
八
八
）
分
担
執
筆

『
近
世
日
本
文
学
』�

（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
九
二
）
分
担
執
筆

『
近
世
の
日
本
文
学
』�

（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
九
八
）
分
担
執
筆

『
改
訂
版　

近
世
の
日
本
文
学
』�
（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
三
）
分
担
執
筆

馬
琴
合
巻
に
お
け
る
似
顔
絵
使
用
役
者
一
覧�

（『
近
世
後
期
戯
作
―
主
に
化
政
期
合
巻
―
に
用
い
ら
れ
た
役
者
似
顔
絵
の
研
究
』、 
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�

一
九
九
〇
～
九
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
二
・
二
）

馬
琴
の
生
涯
と
環
境
―
路
女
の
実
像
を
見
つ
つ
―�

 

�

（
公
開
講
座
『
文
学
史
と
房
総
』
Ⅲ
―
南
総
里
見
八
犬
伝
の
世
界
（
城
西
国
際
大
学
）、
二
〇
〇
四
・
九
）

『
わ
た
し
の
古
典
21
・
南
総
里
見
八
犬
伝
』�

（
集
英
社
、
一
九
八
六
元
版
、
一
九
九
六
文
庫
化
）
分
担
執
筆

『
わ
た
し
の
古
典
19
・
雨
月
物
語
』�

（
集
英
社
、
一
九
八
七
元
版
、
一
九
九
六
文
庫
化
）
分
担
執
筆

『
雨
月
物
語
』
の
男
と
女�

（
新
国
立
劇
場
公
演
『
新
・
雨
月
物
語
』
解
説
、
一
九
九
九
・
十
一
）

物
語
の
光
と
闇�

（
曲
亭
馬
琴
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』）（
週
刊
朝
日
百
科
『
世
界
の
文
学
88
』、
二
〇
〇
一
・
四
）

「
国
際
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
共
同
授
業
」
申
請
責
任
者�

 

�

（
文
部
科
学
省
、
平
成
15
年
度
「
サ
イ
バ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
」
選
定
（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
六
）

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
国
際
間
の
共
同
授
業
」International Collaborative Class on Japanese Literature and Culture�

�

（
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会
、
情
報
教
育
方
法
研
究
会
運
営
委
員
会
、
第
一
次
発
表
二
〇
〇
五
・
七
、
第
二
次
発
表
二
〇
〇
五
・
九
） 

�

「
奨
励
賞
」
受
賞

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
国
際
間
の
比
較
文
学
特
殊
講
義
授
業
（
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
モ
デ
ル
）�

 

�

（『
大
学
教
育
へ
の
提
言　

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
と
Ｉ
Ｔ
活
用　

２
０
０
６
年
度
』、
二
〇
〇
六
、 

�

※
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
付
属
Ｃ
Ｄ
に
収
録
）

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
国
際
間
授
業
」�（
２
０
０
８
～
２
０
１
０
年
度 

教
育
・
学
習
方
法
等
改
善
支
援
）、
二
〇
〇
八
採
用
決
定

馬
琴
年
表�
（『
曲
亭
馬
琴
日
記　

別
巻
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
）

『
ま
ん
が
で
読
む　

南
総
里
見
八
犬
伝
』�

（
学
研
ま
ん
が
『
日
本
の
古
典
』
学
研
教
育
出
版
、
二
〇
一
五
）
監
修
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『
ま
ん
が
で
読
む　

四
谷
怪
談　

雨
月
物
語
』�

（
学
研
ま
ん
が
『
日
本
の
古
典
』
学
研
教
育
出
版
、
二
〇
一
五
）
監
修

『
人
物
で
探
る
！　

日
本
の
古
典
文
学　

松
尾
芭
蕉
と
曲
亭
馬
琴
』�

（
国
土
社
、
二
〇
一
九
）
監
修

対
談
「
北
斎
、
40
代
の
ビ
ッ
グ
バ
ン　

読
本
挿
絵
の
知
ら
れ
ざ
る
幻
想
宇
宙
」�

 

�

（
辻　

惟
雄
氏
と
の
対
談
）（『
芸
術
新
潮
』、
二
〇
一
六
・
十
二
）

日
曜
美
術
館
「
シ
リ
ー
ズ
北
斎 

め
く
る
め
く
読
本
挿
絵
の
世
界
」�

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
一
九
・
二
・
十
七
放
映
）
解
説

オ
ペ
ラ
『
八
犬
伝
』
台
本
製
作�

 

�

（
作
曲
：
仙
道
作
三
、
初
演
二
〇
〇
六
・
一
・
二
八
、二
九
、
於　

北
と
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル
）
板
坂
ゼ
ミ
生
と
共
同
執
筆
、
監
修
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